
　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
、
心
か
ら
の
お
悔
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
川
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

被
災
地
へ
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
、

釜
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
設
置
す

る
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
3
月
下
旬
よ
り
順
次
交
替
で

2
名
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
ガ
レ
キ
の
中
、
復
興
に
向

け
て
地
域
の
動
き
は
た
く
ま
し
く
始

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
避
難
所
で
は
、
顔
見
知
り

が
多
く
「
お
互
い
様
」
の
精
神
が
発
揮

さ
れ
、
共
同
で
調
理
し
譲
り
あ
っ
て
避

「
地
域
の
絆
が

　
　
　

  

日
々
を
支
え
て
い
ま
す
」

新
谷　
勇
郎
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福祉情報を

　お届けします
！

福祉情報を

　お届けします
！

川
崎
区
社
会
福
祉
協
議
会

難
生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
漁
港
の
町
で
も
あ
る
釜
石
で
は
、「
海

に
出
る
の
は
命
が
け
」
こ
こ
か
ら
漁
業

関
係
者
で
作
ら
れ
た
強
固
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
足
を
引
き

な
が
ら
歩
く
人
の
姿
も
お
見
か
け
し
ま

し
た
が
、
避
難
所
で
は
こ
の
よ
う
な
人

も
仲
間
と
な
っ
て
、
不
便
な
暮
ら
し
を

日
頃
の
繋
が
り
が
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
社
協
で
は
、
被
災
地
域
の
声
や
個
性

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
避
難
所
や
仮
設

住
宅
で
少
し
で
も
暮
ら
し
や
す
く
な
る

よ
う
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
、
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

東日本
大震災

津波は町全体を飲み込んでしまいました

巨大な貨物船が陸上に 災害ボランティアセンター朝の受付風景

救援物資を集落の人が総出で分配

今も支援は
続いています。
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“か 輪 さき”をめざして～つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり～



平成２２年度  事業報告・決算報告

法人運営事業
10.7%次年度繰越金

21.6%

受託事業　43.2%

共同募金
配分事業
12.4%

助成事業
9.6%

地域・在宅福祉・
ボランティア活動
振興事業　0.3%

補助金収入　2.2%

助成金収入
4.8%

受託金収入
44.2%

一般募金配分金収入
10.8%

年末
たすけあい
配分金収入
2.2%
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“か 輪 さき”をめざして～つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり～

　本年３月に発生した東日本大震災は、一瞬にして人々の尊い命と暮らす地域を根底から破壊し、私
たちの想像を絶する甚大な被害と混乱をもたらしました。また、被災地では社会福祉協議会関係者を
はじめ多くの福祉関係者が被災され、いまだ過酷な状況下にありながらも懸命な要援護者の安否確認
や生活支援活動が続けられております。一方で、震災被害にさらに追い討ちをかけた原発事故により、
全国各地では多くの避難者が非日常的な生活を強いられています。
　今後の震災からの復興・地域再生への道のりが大変長く険しいものになることが推測される中で、
避難された方々を長期に支える態勢も求められています。人々の日常を取り戻すためにも、私ども社
会福祉協議会や社会福祉施設、民生委員児童委員、福祉関係グループ団体等の関係者が力を結集し、
地域コミュニティの維持、再構築への取組みが不可欠です。
　平成２２年度、川崎区社会福祉協議会は、「第２期川崎区地域福祉活動計画」に基づき、地域におけ
る人と人とのつながりの再構築に向け、地域福祉推進の中核的な組織である社会福祉協議会が、その
使命を果たすために必要な事業に取り組んでまいりました。
　今年度事業の５つの重点項目については、つぎのとおり実施いたしました。

重点項目の実施状況

会費　1.0% 調査研究・企画広報・
連絡・調整事業
2.1%

賛助会費収入　6.0%

寄付金収入　2.5%
事業収入・雑収入・
繰越金他
26.3%

金品援護事業
0.1%

第２期川崎区地域福祉活動計画の推進
第２期川崎区地域福祉活動計画推進委員会を設置し、
推進委員会の役割等の共有とともに、計画の進行管理
を行いました。

川崎区ボランティアセンターの充実
区内におけるボランティア活動の推進と振興を図るた
め、川崎区ボランティアセンター運営委員会にて各事業
を実施しました。
　今年度は第２期川崎区地域福祉活動計画に基づく、
「人材育成のあり方研究会」を設置し、新たな地域福
祉活動の担い手の育成や現在活動するボランティアへ
の支援について協議をすすめました。

区社会福祉協議会組織基盤の強化
今年度は第２期川崎区地域福祉活動計画に基づく区社協組織基盤強化への取り組みとして、理事部会を設置し、地域
福祉推進部門、財政部門の２部門を設け具体的な協議を順次開催してまいります。

川崎区社会福祉協議会ホームページの開設（新規）
区社協における広報周知、情報提供を充実し、より
多くの区民の皆様にご活用いただけるようホーム
ページの開設に向け取り組みました。

小地域福祉活動の推進
住民にとって一番身近な社協である地区社会福祉協議
会活動への支援として、「地区社協会長連絡会」を開
催し、情報や意見の共有、関係事業の連絡調整を行
いました。また、今年度から地区社協役員研修会を
開催し、地区社協事業の活性をすすめました。
区内の小地域福祉活動を推進するために、年末たすけ
あい募金の配分金を財源とした「地域福祉活動助成
事業」を実施しました。
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一般会計歳入
149,069,276 円

一般会計歳出
149,069,276 円

一般会計歳入
149,069,276 円

一般会計歳出
149,069,276 円

一般会計歳入
149,069,276 円

一般会計歳出
149,069,276 円



【ふくし情報コーナーについて】このコーナーは講座、催し及びボランティア募集の記事を掲載しております。なお次のものは掲載できません。
①営利目的や売名を目的とするもの　②政治・宗教活動に関するもの　③そのほか区社協において掲載に不適当と判断するもの

次回は平成２3 年10月１日発行予定、10月１５日以降の記事を
8月１7日までに、お問い合わせのうえ下記へお送り下さい。
〒210-0006　川崎区砂子 1-10-2 ソシオ砂子ビル 9階
　　　　　　 川崎区社会福祉協議会ウェーブ係
　　　　　　  電話  044（246）5500 　FAX   044（211）8741
　　　　　　  E-mail   info@kawasakikushakyo.or.jp

年末たすけあい運動「支援金」の申請受付について年末たすけあい運動「支援金」の申請受付について

第9回 だいし健康福祉まつり～みんなにやさしいまちづくり～

　共同募金運動の一環として実施される『年末たすけあい運動』において、区民の皆様からのご協力いただいた
募金の一部を「支援金」という形でお渡ししております。「支援金」は民生委員の皆様方のご協力をいただき、
区内にお住まいで介護が必要な高齢者や障害のある方など、生活上、何らかの支援を必要とする方々に対してお
渡しするものです。「支援金」を受け取るには川崎区社会福祉協議会へ申請していただくことが必要となります。
　今年度の申請受付は２３年９月１日～２３年１０月３１日の２ヶ月間となっております。
詳しくは下記までお問い合わせ下さい。

誰でもいつか・・・高齢者！　
元気で歳を取りたい！
自分たちでできることはみんなで！
地域には、子育て支援・障害者支援・高齢者支援など、
いろいろなボランティアの団体があります。
肩を貸し合ってネットワークづくりをしています。
皆が協働して、福祉の街づくりに取り組んでいます。
それが「第9回 だいし健康福祉まつり」です。
来て！見て！考えて！　ぜひご参加下さい！

このコーナーへの
掲載記事を

募集しています
！
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“か 輪 さき”をめざして～つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり～

《お問い合わせ》社会福祉法人 川崎市川崎区社会福祉協議会　　　　 044-246-5500　　　   044-211-8741

大師分室（旧大師ブランチ）

平成２３年１０月１日（土）
午前９時４５分～午後３時
※雨天決行

大師地域で活動してるボランティア
グループ・当事者団体の活動紹介・
展示、健康相談、保育園児の作品
展示などを行います。

《お問い合わせ》大師地区健康福祉ステーション
044-271-0157 044-271-0127

東門前駅

川崎区役所
大師支所

大
師
分
室

会
場

老人
いこいの家

大師公園

公園正面入り口

小島新田方面→←川崎大師方面
大師表参道

国道132

〈地図〉京浜急行大師線を利用　東門前駅 徒歩約 6 分（お車でのご来場はご遠慮下さい）

毎年、地域からこどもたちの参加もあります！



坂 本 陽 子 平成２３年６月３０日付

大 谷 い づ み 平成２３年１月１日付

飯 嶋 房 子 平成２３年３月１日付

佐 野 奈 緒 子 平成２３年７月１日付

久 富 直 行 平成２３年７月１日付

廣 瀬 祐 義 中原区社会福祉協議会へ（４月１日付）

小 田 嶋 裕 之 高津区社会福祉協議会より（４月１日付）

細 川 詩 織 麻生区社会福祉協議会より（４月１日付）

泉 井 京 子 川崎市社会福祉協議会へ（４月１日付）

～日進町老人福祉センターからのお知らせ～

発行月のお知らせ

次号の「ウェーブ」は
10月１日発行です。

H２３年度は

５月・８月・10月・２月

　　　　　　　　の発行です。

ほ
ほ え

み コーナー

　平成２３年９月８日（木）、９日（金）の２日間、日進
町老人福祉センターにて「敬老のつどい」を開催します。
　８日は、センター利用者や地域の方が自慢のカラオケ
や民謡、民舞・フラダンスなどを発表する「演芸大会」、
９日は当センターの講座受講者、同好会参加者が日ごろ
の成果を発表する「発表会」、午後からは「紙切り漫談＆
ものまね歌謡ショー」( 出演：青空麒麟児さん・青江二奈
さん・亜耶さん・藤井マサヒロさん)の開催を予定してい
ます。この芸能人によるアトラクションは「敬老のつどい」
のメインイベントとして毎年立ち見が出るほどの賑わいをみせております。
　「芸能人によるショー」の参加申し込みについては後日「区内老人いこいの家」や「老人福祉センター」
等にて広報いたします。その他、詳細は日進町老人福祉センターまでお尋ねください。

☆老人福祉センターは、川崎市内在住の６０歳以上の皆様が楽しみながら毎日を過ごせるように文化・教養の向上、健康保持増進
などを目的に設置された施設です。毎日多くの利用者がセンターを訪れ、個々の生きがい活動や、仲間作りをしています。

☆老人福祉センターを利用するには？
①川崎市内在住の６０歳以上の方が対象
②利用をするためには「利用証」の発行が
必要です。（「健康保険証」「福寿手帳」「高
齢者特別乗車証明証」「川崎市市民証」等を
受付に提示し、必要事項確認後発行します。）

☆利用時間や利用スペース等、詳細につい
　ては右記までお問い合わせください。

この広報紙は一部共同募金の配分金によって作成されています。 （4）

“か 輪 さき”をめざして～つながりを育て、暮らしのあんしんを支えあう地域づくり～

　川崎区社会福祉協議会にご寄附
いただき、ありがとうございました。
（敬称略ならびに寄附受付順）

●大島５丁目町内会
●大師地区女性連絡協議会

（平成23年4月1日～平成23年6月30日）

wave

職員人事異動のお知らせ
退
職

新
規
採
用

異
動

あんしん
センター

事 業 課

地 域 課

あんしん
センター

「敬老のつどい」を開催します !




